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人
吉
市
、
飛
騨
高
山
（
内
藤
く
す
り
博
物
館
で
の
研
修
を
含
む
）
、
東
京

都
、
高
木
兼
寛
先
生
生
誕
地
（
高
岡
）
、
串
間
地
区
、
長
崎
市
（
オ
ラ
ン

ダ
修
交
四
百
年
記
念
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
本
を
拝
見
し
て
ま
ず
感
ず
る
の
は
、
よ
く
二
十
二
年
間
も
続
い

た
な
あ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
医
師
会
の
職
員
が
運
営
に
協

力
さ
れ
た
由
で
あ
る
が
、
熱
心
な
中
心
役
員
だ
け
で
は
と
て
も
二
十
二

年
も
続
く
も
の
で
は
な
い
。
二
○
回
に
及
ぶ
医
史
跡
探
訪
旅
行
は
こ
の

懇
話
会
の
目
玉
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
廻
り
つ
く
し
た
感
も
あ
り
、
こ
の

会
の
設
立
推
進
者
で
あ
っ
た
内
田
、
田
代
両
先
生
の
他
界
も
あ
っ
て
、

今
後
は
形
を
か
え
て
再
発
足
す
る
よ
う
で
あ
る
。

「
二
十
二
年
の
歩
み
」
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
全

国
的
に
み
て
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
、
各
地
の
医
史
学
会
支
部
、
研
究

会
、
懇
話
会
等
で
は
宮
崎
県
の
大
き
な
経
験
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ご
一
読
を
お
す
す
め
す
る
。
洋
数
字
の
一
部
に
誤
植
あ
り
、
ご
注
意
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
宮
崎
県
宮
崎
市
橘
通
東
四
’
三
’
一
二
、
電
話
○
九
八
五
’
二
九
’
二

八
六
六
、
二
○
○
一
年
七
月
三
十
一
日
、
Ａ
五
判
、
一
八
八
頁
、
非
売

口
叩
〕

言
編
集
後
記
一

日
本
医
師
会
雑
誌
・
第
一
二
六
巻
第
一
○
号
（
平
成
十
三
年
十
一
月

十
五
日
）
に
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
出
月
康
夫
氏
（
外
科
学
）
の
「
二

重
投
稿
と
不
正
投
稿
」
と
い
う
講
演
録
が
載
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
他
の
雑
誌
に
同
じ
内
容
の
論
文
を
投
稿
し
た
こ
と
は
な
い
」
旨
の
誓

約
書
を
提
出
し
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
に
二
重
投
槁
や
不
正
投
稿
が
跡

を
た
た
な
い
と
い
う
。
本
誌
で
も
平
成
十
二
年
度
に
一
件
発
生
し
て
い

る
。
査
読
に
よ
る
審
査
を
行
っ
て
編
集
作
業
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、

委
員
は
大
変
神
経
を
使
っ
て
い
る
。
学
会
に
よ
っ
て
は
誓
約
と
同
時

に
、
著
作
権
の
学
会
帰
属
の
承
諾
ま
で
行
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は

ど
う
も
複
写
権
の
問
題
と
か
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
本

誌
の
投
稿
規
定
第
一
項
に
あ
る
ご
と
く
「
医
史
学
研
究
に
貢
献
し
う
る

も
の
で
他
誌
に
未
発
表
の
も
の
と
す
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
当
委
員
会

と
し
て
は
投
稿
時
の
誓
約
書
ま
で
は
取
ら
ず
研
究
者
と
し
て
の
モ
ラ
ル

を
信
ず
る
方
針
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
査
読
し
て
下
さ
る
方
も
ご
苦

労
で
あ
る
が
、
編
集
委
員
も
き
つ
い
仕
事
で
あ
る
。
（
中
西
淳
朗
）


